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小規模事業者・個人事業主に１０万円給付 

ひとり親世帯に３万円給付も実現 

市民の暮らしと街の活力を守る支援に全力 
新型コロナウイルスの感染症対策として、さいた

ま市は５月１４日、小規模事業者・個人事業主に「１
０万円」を給付することを決定しました。 
コロナウイルスの影響で、飲食店を中心に市内

事業者の売り上げは減少しています。経営維持に
奮闘する市内事業者への支援を迅速に行うよう、
神坂達成は市に緊急提言するなど、１０万円給付を

強力に推進。スピード実現に至りました。 

コロナ感染症対策として、さいたま市は同日、ひ
とり親家庭など児童扶養手当受給世帯を対象に１
世帯当たり３万円を臨時支給する方針を示しまし
た。支給対象は今年４～６月分の児童扶養手当を受
給する世帯で、臨時特別給付金は受給窓口に振り
込まれます。申請は不要です。 
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神坂達成は、特別定額給付金のスピード支給とと
もに、児童扶養手当世帯への３万円臨時給付を市
に提案し実現を求めてきました。引き続き市民の命
と暮らし、街の活力を守るため全力を挙げてまいり
ます。 

給付金の申請書の配布方法は、①市のホームペ
ージからのダウンロード②窓口配布のいずれか。申
請期間は今年８月２８日まで。 



 

 

児童生徒へ１人１台端末環境は、もはや令和の時代における学校の「スタンダード」であり、

特別なことではありません。これまでの教育実践の蓄積の上に、最先端の ICT 教育を取り入れ、

これまでの実践と ICT とのベストミックスを図っていくことにより、これからの学校教育は劇

的に変わります。すでに配備済みの１万２千台に加え、令和３年３月までに８万台のタブレッ

ト端末整備予算が承認されました。これによりさいたま市の GIGA スクール構想はさらに加速

することになります。 
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皆さんこんにちは。市議会議員の神坂達

成です。緊急事態宣言より市民の皆様の命

や暮らしを守ることを最優先に、長期的か

つ安定的な感染拡大防止策や医療提供体制

の整備と、市民生活や経済活動に及ぼす影

響の最小限化、活力の回復に全力で取り組

んでまいりました。 

今後も、未曽有の危機にさらされた市民

生活や市内経済のために、引き続きあらゆ

る手法を導入してまいると同時に、コロナ

禍がもたらした社会の変化をしっかりと受

け止めつつ、本市誕生２０周年となる２０

２１年の先の新たなさいたま市の創造に向

けて、着実に取り組みを進めてまいりたい

と考えています。 
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新しい生活様式

が求められるな

か、熱中症予防が

大切になってきま

す。高齢者、子ど

も、障がい者の

方々は十分に注意

してください。 


